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福岡県地域史研究所
ノート
篠崎文書
　明治7年から昭和6年までの大福帳など長帳11点の史料である。点数も少なく断片的な史料である。篠崎家については、所在地をふくめて現在のところ明らかでない。
　この史料で最も古い明治7年の「大福帳」には「小坂屋隠居」　とあり、明治中期から大正初期のものには「篠崎藤十郎」や「篠崎商店」　の名がみえる。
　「大福帳」、「萬覚帳」、「当座帳」などの一連の金銭出入りに関する帳簿類のほかには、明治26年の「牛預売買帳」、同32年の「無尽帳」が含まれている。 
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